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「制度の狭間」の方々の自立を支援します



社会福祉法人サン・ビジョンとは？

●沿革
Ｓ62年 社会福祉法サンライフ設立
Ｈ8年 社会福祉法人サン・ビジョン設立
Ｈ31年 社会福祉法人サンライフと社会福祉法人サン・ビジョンが統合

●特徴
愛知・岐阜・長野県下で40施設・158事業所を展開する全国でもトップ
クラスの事業所数がある社会福祉法人です。

●理念
Ｈ27年に「社会福祉制度のセーフティーネットとしての役割を果たしま
す」を法人の理念の一つに掲げ、社会福祉法人として地域の皆様のニーズ
にお応えできるよう、自主的な取り組みを検討し進めていきます。

関係機関の皆様にはいつも大変お世話になっています。



サン・ビジョンの社会貢献事業って？

●Ｈ27年から社会福祉法人サン・ビジョンが
開始した事業
●目的
既存の制度やサービスで対応できない生活上の
困難を抱える者について必要な支援を行うこと
により、自立し安定した生活の確保を目指す。
●主な事業
①生活困窮者相談支援事業
②就労支援
③子ども食堂

ここでは、生活困窮者相談支援事業と就労支援を説明し
ます。



生活困窮者相談支援事業

●サン・ビジョンの事業

●対象者：生活困窮者（年齢問わず）

●目的 ：自立し安定した生活の確保

●内容 ：相談支援活動

緊急性が高い場合の経済的援助

（現物給付 原則上限10万円）

原則１回のみ



Q&Aその①

サン・ビジョンさん、10万円くれるの？

そうではありません。

利用できる制度がない「制度の狭間の方」が対象です。
必要な現物給付（食糧、家賃、光熱水費等）をします。

具体的にはどんな方々が対象なの？

・生活保護・緊急小口資金受給までの間、支援が必要な方
・光熱水費等を滞納しライフラインが止まる方
・保険料を滞納し、必要な病院受診ができない方
・収入はあるが、一時的に生活の困窮している方
等々です。まずはご相談ください。



Q&Aその②

生活困窮者自立支援制度とは何が違うの？

生活困窮者自立支援制度と連携して支援するイメージです。
制度での対応が困難な方が見えましたら、ご相談ください。

他には何か特徴があるの？

・できる限り速やかに10万円までの現物支給します。
・対象者は春日井市、江南市、名古屋市在住の方です。
それ以外の方は応相談です。

・支給して終了ではなく、相談支援の同行や関係機関への
つなぎを実施し、自立を目指します。



経済的支援の流れ
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事例

●市営住宅への転居敷金払い困難な母子家庭への経済的援助支援

伊藤優子さん（仮名 20代後半）は夫と別れ、7歳の息子と二人暮らし。
一時無職であったが就職も決まり、収入が見込めると思い、市営住宅に申し込ん
だが怪我のため、就職することができなくなった。
市営住宅は当選したが、貯金もなく転居に必要な敷金が用意できない状態。現在
住むアパートの家賃は3か月分滞納あり（住宅確保給付金にて給付済み）
本人としては、家賃の安い市営住宅に引っ越し、早く就労して自立した生活をし
たいと希望。
市営住宅に引っ越すことは今後の自立した生活につながる可能性が高いと判断し、
サン・ビジョンから経済的支援（約8万円）を実施。敷金が用意できたので市営住
宅への引っ越しが可能となった。
就労意向もあったので、サン・ビジョンでの就労体験を本人が了承。3日間の体験
就労の順調にいき、パートとして勤務開始。
現在は市営住宅に住み契約社員として勤務。自立した生活を送っている。

この事例のように高齢者だけでなく、20～60代の若い
方への支援も行います。



就労支援

●対象者：就労に関して課題・不安のある方

●目的 ：就労定着

●内容 ：職場体験

中間的就労（雇用型）

●支援者：社会貢献事業推進室職員

施設長

介護長
現場の職員等



Q&Aその①

どういった機関から受け入れを行っているの？

生活困窮者自立相談支援機関、母子家庭等就労支援セ
ンター、地域若者サポートステーション、障害者就
業・生活支援センター、就労移行支援事業所等様々な
機関から受け入れを行っています。

対象者にはどういったサポートをしているの？

受け入れ事業所の職員だけで支援するのではなく、
必要に応じて社会貢献事業推進室の職員が同席し、
就労定着に向けた支援を行います。



Q&Aその②

どれだけの実績があるの？

5年間で約70件の依頼を受けています。体験や就労だけで
なく、子ども食堂等のボランティアでの受け入れを行った
こともあります。

他には何か特徴があるの？

・サン・ビジョンは名古屋、江南、春日井、岐阜等に多数
の事業所があります。希望に応じた勤務地が選べます。
・多くの実績に基づいて、就労に関して不安のある方に寄
り添った支援を行っています。



事例

●自営業を廃業し、自信をなくした生活保護の女性への就労支援

加藤温子さん（仮名 50代後半）は長らく自営していた商売を不景気のため、や
むなく廃業。それを機に自信を無くし、コミュニケーション障がいとなり生活保
護を受給。
しかし、本人から「このままではいけない」と生活保護就労支援員に相談。
まずは就労体験をしたいと希望され、サン・ビジョンで面談をすることに。面談
の際は常に俯き、話す声も小さな声だった。
「まずは体験就労を3日間してみては」と本人に提案し、本人了承。当初は職員や
利用者とのあいさつもなかなかできなかった。
体験後、週3日4時間勤務のパートとして清掃業務を開始。社会貢献事業推進室も
業務に同行し、業務整理を行い、徐々に業務に慣れ、職員や利用者とも談話がで
きるまでに。本人「仕事が楽しい」と言えるまでに。
現在は週5日4時間パートとして、介護補助や清掃業務にあたっている。

サン・ビジョンの就労支援にて自信を取り戻し自立した
生活ができるようになり大変嬉しく思います。



まとめ

●窓口での対応が困難な「制度の狭間」の方に相談・経済
的支援（現物給付上限10万円）を行います。

●就労に支援が必要な方（障害手帳の有無を問わず）やひ
とり親の就労支援を行います。サン・ビジョンには多数事
業所がありますので、希望にそった就労体験やボランティ
アができます。

新型コロナの影響で皆様、本当に大変かと思います。
サン・ビジョンとしては、社会貢献事業を進め、地域
の皆様・関係機関の皆様に少しでもお役に立ちたいと
考えています。
きっと、生活に困る方はこれからも増えると思います。
サン・ビジョンは、今の社会のシステムでは救えない
方々を皆様と一緒に一人でも多く救いたいと考えてい
ます。
困った際にぜひご活用いただければと思います。



連絡先

社会福祉法人サン・ビジョン

社会貢献事業推進室

横井 瀬木

〒461-0004 愛知県名古屋市東区葵3-25-23

T E L: 052-856-3311 FAX:052-856-3355

Email: community-service01@sun-vision.or.jp

URL：https://sun-vision.or.jp/regional/community/

連絡は、どんな方法でも構いません。
もし良ければ、サン・ビジョンの社会貢献事業のURLも
ご覧ください。今後ともよろしくお願いいたします。

サン・ビジョン 社会貢献 検索

mailto:community-service01@sun-vision.or.jp
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